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　当社は、2018年2月、公正取引委員会から、飲料用アルミ缶の取引
に関して独占禁止法違反の疑いがあるとして立入検査を受けました。
その後、同委員会の調査に全面的に協力してまいりましたが、2019年
9月26日に、過去の一定の期間において独占禁止法違反に該当する
行為があったとして、排除措置命令書および課徴金納付命令書を受領
いたしました。すべてのステークホルダーの皆様に、ご迷惑とご心配を
おかけしたことに対しまして、まずもって心よりお詫び申し上げます。
　本命令書への最終的な対応につきましては、社内のしかるべき機関
決定を経た後ということになりますが、いずれにいたしましても、本命
令書が送達されたという事実は、企業経営にとりましてまことに大き
な打撃であり、痛恨の極みであります。私はもとより社員一同、この事
実を厳粛に受け止め、改めるべきは改め、再発防止を徹底し、すべての
ステークホルダーの皆様の信頼を取り戻すことができるよう、真摯に
取り組んでまいります。何とぞ皆様には、当社の今後の行方を厳しく、
かつ温かく見守っていただきたく、お願い申し上げます。
　当社は、「人と社会と地球にやさしい飲料容器の提供」を経営理念と
して掲げております。この理念の意味するところとその重要性につい
て、改めて全社員が思いを強くし、すべてのステークホルダーの皆様
から「ユニ缶でよかったね」と言われる会社になれるよう、日々精進して
まいります。
　経営理念に基づき、私たちが一層取り組みを強化していかなければ
ならないのは、飲料市場において、当社製品であるアルミ缶、アルミボ
トルに対して様々に変化していく期待に、的確にお応えしていくことだ
と考えております。
　最近では、廃プラスチックの不法投棄や、マイクロプラスチックなど
に関連する環境問題への対応として、リサイクル率の高いアルミ飲料
容器への期待が高まっていると感じております。顕著になりつつある

公正で健全な事業活動で、
信頼される存在に。
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ユニバーサル製缶株式会社
取締役社長

Eiichi Naito

高齢化問題や、飲料そのものに関する嗜好の多様化などに、容器
を提供する立場でどのような対応ができるのか、といったことも、
将来にわたっての重要な課題だと考えております。私たちは、直
接のユーザーである飲料メーカー各社様の課題への対応に、ど
のような貢献ができるかについて、しっかりと研究し、真摯に対応
してまいります。
　2019年度は、岐阜工場に新規アルミボトルラインを稼働させ、
大容量、新形状のアルミボトル製造にも対応できる体制を整えま
した。従来から取り組んでまいりました蓋も含めたアルミ缶の軽
量化に関しては、新たにアルミボトルの軽量化についてもご提案
を始めております。引き続き、様々な飲用シーンの変化に応え、付
加価値を高めた商品をご提供できるよう取り組んでまいります。
　当社は、三菱アルミニウム社、ならびに当社子会社である新菱
アルミテクノ社とともに、ＵＢＣ（Used Beverage Can=使用済
みアルミ缶）のリサイクルに取り組んでおります。リサイクルの優
等生としてのアルミ飲料容器を、環境配慮型の飲料容器として一
層拡大使用していただけるように、ＵＢＣの回収を強化するととも
に、アルミコイル原料を供給していただく圧延各社様にもご理解
とご協力をお願いしながら、ＵＢＣ使用原料の調達拡大にも努め
てまいります。
　お客様、ひいては消費者の皆様に信頼していただき、安心して
使っていただける製品を提供するためにも、まずは社員一人ひと
りが働き甲斐をもって生き生きと働ける｢元気な職場づくり｣が必
須だと考えております。作業上の安全確保が第一ですが、加えて、
働き方改革についてのプロジェクトも発足させ、様々な日常の
ワークシーンにおける問題･課題の解決に取り組んでいるところ
です。ＲＰＡ（Robotic Process Automation）などの手法も取り

入れながら、既存の思考方法にとらわれない仕事のやり方を模索
し、コミュニケーションと活力に溢れる職場づくりを目指してまい
ります。
　当社は、三菱マテリアルグループの一員として、事業運営の優
先順位を「SCQDE」、すなわち「安全最優先（Safety）」、「法令遵
守、公正な活動、環境保全（Compliance）、「製品･サービスの品
質確保（Quality）」、「納期厳守（Delivery）」を満たした上で、お客
様の信頼に基づき得られたものが、「適正利益（Earnings）」であ
る、としておりますが、冒頭でご説明した状況など、一部に課題が
見えてきていることも事実であり、その結果、最終的な適正利益
の確保にも警報が鳴りつつあるのが実情です。
　しかしながら、当社には、宝である素晴らしい社員がおり、そ
の社員に支えられた確かな技術と底力があります。見えてきた
綻びは直ちに修正して、飲料用アルミ缶の提供を通じて社会に
貢献しているという誇りを胸に、結果としてお客様には適正な
価格でのお取引をお願いできるよう、一層の努力を積み重ね、·
「Ｃａｎ Ｆｏｒ Ｙｏｕ！」の合言葉で、ユニ缶の未来を紡いでいきたいと
考えております。
　倍旧のご支援とご協力を賜りますよう、お願い申し上げます。

２０１９年１０月
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社 名

設 立

事 業 内 容

資 本 金

代 表 者

従 業 員

拠 点

関 係 会 社

ユニバーサル製缶株式会社
（英文表記 : Universal Can Corporation）

2005年10月1日

アルミ缶の製造､研究開発および販売

80億円

取締役社長　内藤 英一

904名 ※2019年３月末現在

新菱アルミテクノ株式会社

本 社

富 士 小 山
オ フ ィ ス

大阪オフィス

結 城 工 場

群 馬 工 場 

富 士 小 山
工 場

岐 阜 工 場 

滋 賀 工 場

岡 山 工 場

〒112-8525 東京都文京区後楽1-4-25 日教販ビル
TEL.03-3868-7470	 FAX.03-3868-7467

〒410-1392 静岡県駿東郡小山町菅沼1500
TEL.0550-76-3260	 FAX.0550-76-5430

〒530-6022 大阪府大阪市北区天満橋1-8-30 OAPタワー
TEL.06-6881-0851	 FAX.06-6881-0852

〒307-0016 茨城県結城市新堤仲通り1-1
TEL.0296-33-3811	 FAX.0296-33-0339

〒374-0047 群馬県館林市野辺町906-2
TEL.0276-74-8500	 FAX.0276-74-7561

〒410-1392 静岡県駿東郡小山町菅沼1500
TEL.0550-76-3211	 FAX.0550-76-5521

〒505-0006 岐阜県美濃加茂市蜂屋町下蜂屋伊瀬入会16-8
TEL.0574-26-8111	 FAX.0574-26-8115

〒522-0244 滋賀県犬上郡甲良町在士古田681
TEL.0749-38-2001	 FAX.0749-38-3485

〒709-0844 岡山県岡山市東区瀬戸町南方150
TEL.086-953-1511	 FAX.086-953-2230

※ISO9001認証を全社で、ISO14001･ISO22000･
　FSSC22000認証、中災防OSHMS認定を全工場で
　取得しています。

コーポレートデータ 組織図
株主総会

監査役 取締役会

経営会議
経営戦略部
業務監査部
管理部 総務･人事室
経理･財務部 情報システム室※

マーケティング戦略部
営業部 結城工場
カスタマーサービス部 群馬工場
SCM部 業務統括室 富士小山工場
生産統括部 生産･供給戦略室 岐阜工場

滋賀工場
原料･資材調達部 岡山工場
品質保証部※

生産技術部※ 設備エンジニアリング室
技術開発部※

安全環境部※

人財開発部※ ※は富士小山オフィス

従業員数

人と社会と地球にやさしい
飲料容器の提供

経営理念

食の安全･安心に貢献します
環境負荷の低減を追求します

お客様の立場に立って、価値ある技術、製品、サービスを提供します

CSR活動を推進し、全てのステークホルダーから信頼される会社になる
業界トップの品質、コスト競争力を実現し、

価値ある技術、製品、サービスを提供し続けることにより、
顧客から信頼される戦略パートナーとなる

健康で安全な職場環境を構築し、働く喜びと挑戦意欲に満ちた元気な会社になる

経営方針

会社概要

794 741 762
866 858 842 864 864 844 854 877 864 900 904

2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

1,000

500

0

（人）

（年度末現在）
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沿革

■三菱マテリアル社　■ホッカンホールディングス社　■ユニバーサル製缶
※ ＵＢＣ:Used Beverage Can

1918
大正7年

■三菱鉱業（株）[現三菱マテリアル（株）]創立

1921
大正10年

■北海製罐倉庫（株）[現ホッカンホールディングス（株）]創立

1950
昭和25年

■集中排除法により石炭[三菱鉱業（株）]、金属[太平鉱業（株）、
　翌年三菱金属鉱業（株）に]の両部門に分離
■企業再建整備計画により北海製罐（株）設立

1972
 昭和47年

■富士小山工場（2ピース缶［ボディ･エンド］）竣工、
　飲料用アルミ缶事業に進出

1974
昭和49年

■岐阜工場竣工（2ピース缶）

1975
昭和50年

■アルミ缶回収事業に進出

1976
昭和51年

■岡山工場竣工（2ピース缶）
　（株）新菱アルミ罐回収センター[現新菱アルミテクノ（株）]創立

1977
昭和52年

■アルミ缶開発センター設置

1979
昭和54年

■館林工場竣工（2ピース缶）

1990
平成2年

■結城工場竣工（2ピース缶）

1993
平成5年

■滋賀工場竣工（2ピース缶）

2001
平成13年

■日本初のＵＢＣ–スラブ一貫処理工場が完成
　岡山工場アルミボトル製造開始

2003
平成15年

■結城工場アルミボトル製造開始

2004
平成16年

■結城工場アルミボトル製造ライン増設
　富士小山工場アルミキャップ製造開始

2005
平成17年

■三菱マテリアル社とホッカンホールディングス社の
　事業統合によりスタート
■会社分割により純粋持株会社へ移行

2007
平成19年

■館林工場（ボディ製造）とＳＩプラント（エンド製造）を統合し、
　群馬工場（ボディ部門、エンド部門）に名称変更

2009
平成21年

■群馬工場（エンド部門）を北海製罐（株）に譲渡

2010
平成22年

■本社移転

2019
令和元年

■岐阜工場アルミボトル製造開始

アルミ缶 ･ アルミボトルの販売量

アルミ市況

※2005年度は2005年10月1日から2006年3月31日までのデータです。

売上高

経常損益

2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 201720 2018

400
350
300
250
200
150
100

50
0

（千円／t）

LME（CASH）×為替（TTS）

25,808

60,954
65,82767,199

63,29962,85864,85366,82665,926
69,92171,26973,854

67,24567,557

2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

80,000

70,000

60,000

50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

0

（百万円）

（年度）

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0
2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 20172005

（百万缶）
アルミ缶 アルミボトル

2018
（年度）

3,969

691

4,167

641

4,153

630

3,880

713

3,829

819

3,660

1,013

3,626

1,100

3,918

1,047

4,221

1,101

4,330

1,141

4,239
4,006

4,660

1,649

282

1,931

4,808 4,783 4,593 4,648 4,673 4,726
4,965

5,322 5,471 5,490
5,180

1,251 1,174

4,405

5,352

947
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(3,000)

（百万円）

（年度）
2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 20182005 2006

562

(2,737)
(2,346)

145

1,945

3,139

5,356

3,683
3,087

2,138

4,834

2,495
2,909 

1,390
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製品情報

扱いやすく、安全で、おいしく飲める、
地球にやさしい飲料容器として。
極限まで薄く、胴体の上部は縮径。

アルミ缶胴

　当社のアルミ缶は、缶の胴体部と底部を一体成形し、上部に
蓋を取り付ける２ピース構造です。胴体部は、Ｄ＆Ｉ（Drawing & 
Ironing＝絞り･しごき)加工で極限まで薄くし、材料を高効率に
使用。胴体の上部は、蓋を取り付けるために小さく縮径してい
ます。

アルミの良さをそのままに、リシールを実現。

アルミボトル

　すでにお馴染みになっているアルミボトルは、従来からのアル
ミ缶がもつ密封、軽量、リサイクルなどの特性をそのままに、リ
シール(再栓をすること)を可能にした画期的な製品です。消費者
の飲用シーンが多様化するなか、いつでも飲みたいときに飲む
ことができる新時代の飲料容器として人気を博しています。

タブの指掛かりが良く、開けやすい。

アルミ缶蓋

　当社のアルミ缶蓋は、タブを固定するＳＯＴ（Stay On Tab）
仕様ですので、開缶してもタブだけが散乱することはありませ
ん。開発コンセプトは、｢タブの指掛かりが良く、開けやすい｣で
す。つねに、｢お客様がスムーズに使用できる｣ことを最優先する
設計･製造を行っています。タブは、先端の口に近い部位は丸み
をつけて成形し、唇に触れた際に違和感のないよう工夫してい
ます。アルコール飲料については、「おさけ」を意味する点字を
入れ、目の不自由な方の誤飲を防ぐための配慮をしています。

開けやすさと、リシール後の密封性を両立。

アルミキャップ

　リシール機能を備えたアルミボトルは、開栓するときの開け
やすさと、レトルト殺菌など過酷条件での密封性維持という相
反する条件を満たさなければなりません。これを可能にしてい
るのが、2種類のライナー材料を組み合わせた画期的な構造の
アルミキャップ[UniAKROSⓇ]と、アルミボトル本体との組み合
わせです。アルミボトルの軽量化だけでなく、それに対応した
軽量アルミキャップの開発も行い、環境負荷低減に貢献してい
ます。
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　2018年6月27日～29日の3日間、［東京ビックサイト］
で開催された〈第3回 ドリンクジャパン〉に出展しました。
　同展は、日本で唯一の国際的な飲料産業専門展で、原
料･添加物、製造設備、包装機械･資材、物流･ITシステム
などのサプライヤーや、受託･OEM企業など合計178社
が出展し、来場者は10,845人でした。
　当社にとって、単独での出展は初の試みであり、①新
規顧客･ニーズの開拓 ②顧客とのコミュニケーション
を主眼に置き、社内各部協力しての出展になりました。
　会期中は、製品ラインナップ、当社の新しい製品技術、
ＵＢＣリサイクルなどを紹介し、ブースは連日盛況でし
た。通常から交流のある清涼飲料や酒類関連企業様だ
けでなく、牛乳･乳製品系や医薬系など、いつもは接点
のない企業様とも意見交換を行うことができました。
　来訪者様にはフォローを継続し、新規取引にもつな
がっています。
　会場が［幕張メッセ］に変わり、2019年11月27日～
29日に開催される〈第4回 ドリンクジャパン〉への出展
も決定し、着々と準備を進めています。

■製品ラインナップ、新技術、
　ＵＢＣリサイクルなどを紹介

国内唯一の
国際的な飲料産業展
〈ドリンクジャパン〉に出展

タブ下部の凹凸加工と、タブのカラーバリエーション。

装飾性エンボスエンド

2種類のライナー材料と、独自のシートモールド製法で。

防爆アルミキャップ 
［ＵｎｉＡＫＲＯＳ-ＢＰⓇ］

　アルミ缶蓋のタブ下部に、お客様の
ブランドマークなどを凹凸加工で装飾
する製品です。当社のカラータブ技術
と組み合わせることで、さまざまなパ
ターンの製品化が可能になりました。
商品のアイキャッチ性向上に寄与し、
お客様にご好評をいただいています。

飲用シーンや、飲料の種類に合わせて。

アルミボトルサイズ
バリエーションの展開
　昨今の海洋プラスチックごみ問題か
ら、リサイクル性に優れたアルミボトル
への注目が高まっています。当社のア
ルミボトルは、310ｍｌと410ｍｌの2サイ
ズがありましたが、2019年に500ｍｌ以
上の大容量アルミボトルの提供を開始
しています。また、缶径が細くて持ちや
すい300ｍｌ程度のスタイリッシュなア
ルミボトルのニーズもあります。これか
らも、飲用シーンや飲料の種類に合わ
せて、各サイズ･形状のアルミボトルを
検討し、消費者ニーズにマッチした容器
のご提案ができるよう、開発を推進して
いきます。

　アルミボトルに充填
されている内容物の2
次発酵などで、容器内
の圧力が異常に上昇す
ることによって、容器が破裂することを防止するアルミ
キャップです。「破裂前に圧力を開放する安全弁のような
機能」と、「内圧開放までには至らない圧力時に開栓した場
合、アルミキャップが飛び跳ねることを防ぐよう、即座に内
圧を下げるベント機能」を備えています。さらに独自のシー
トモールド製法によって、ライナー材の樹脂使用量を20％
削減（UniSOREXⓇとの比較）しながら、高い密封性と開栓
性を両立させています。

Topic

【310B､520B、410B】

【細系ボトル】



8

三菱マテリアルグループの
アルミ缶リサイクル事業の歩み

■リサイクルを視野に入れつつ、アルミ缶事業へ参入

　日本に初めてアルミ缶が登場したのは1971年ですが、ユニ
バーサル製缶の前身である三菱金属社(現 : 三菱マテリアル社)
は、翌1972年、早くも飲料用アルミ缶事業への進出を果たして
います。
　アルミ缶の原料には、ボーキサイトからアルミナを製造し、さら
に製錬したアルミニウム「新地金」と、UBC等を市中から回収し、
溶解･鋳造して製造する「再生地金」があります。
　アルミニウムのリサイクルは、「リサイクルの優等生」と言われ
ています。それは、アルミニウムの再生地金を作る場合、新地金を
作る際の約３％しかエネルギーがかからないためです。
　三菱金属社は、そのリサイクル性の良さに着目し、資源循環型
社会の実現を目指して、いち早くビジネスとして「CAN TO CAN·
(缶から缶へ)」を繰り返し行うシステムを構築してきました。

■UBC回収事業の開始

　UBC回収事業の歴史は古く、三菱金属社は、アルミ缶の製造を
開始した直後の1975年に、近畿メタルワークス社(現 : 新菱アルミ
テクノ 近畿回収センター)を兵庫県に設立し、事業としてのＵＢＣ
回収を開始。翌1976年には、神奈川県に相模メタルワークス社
(現 : 新菱アルミテクノ 関東回収センター)、愛知県に中京メタル
ワークス社(現 : 新菱アルミテクノ 中京回収センター)を相次い
で設立し、ＵＢＣ回収のネットワークを拡大していきます。

■リサイクル功労者として、通産大臣賞、総理大臣賞を受賞

　1980年代の半ば、アルミ缶は、レジャー志向の高まりや、飲料
メーカーによる自動販売機の設置の推進に伴って急速に普及して
いきましたが、プルタブの散乱による問題が、市民運動などで活発
に取り上げられるようにもなっていました。
　そのような状況のなか、三菱金属社は、1986年、ＵＢＣ回収事業
の強化を目的に3つのメタルワークス社(近畿、関東、中京)を統合
し、新菱アルミ罐回収センター社を設立しました。同社は年々回収
量を伸ばすとともに、積極的に見学者を受け入れるなどの地道な
取り組みを継続し、1992年にはリサイクル功労者として通産大臣
賞を受賞、1997年には内閣総理大臣賞を受賞しました。

■日本初のUBC-スラブ一貫処理工場の設立

　回収したＵＢＣを地金に再生する事業の主体として、三菱金属社

ア
ル
ミ
缶
製
造

U
B
C
回
収

■1971 日本国内に初めてアルミ缶が登場
■1972
　三菱金属
　飲料用アルミ缶の
　製造開始

■1975
　近畿メタルワークス

三菱金属100％子会社

三菱アルミニウム100％子会社

三菱金属100％子会社

■1976
　相模メタルワークス

■1976
　中京メタルワークス

■1980
　裾野ライトメタル鋳造部門

■1995
　エムエーライトメタル

■ 2000 
    新菱アルミリサイクル
■ 2000 
    三菱マテリアル　増資

■ 2006
　 回収部譲渡

■1986
　新菱アルミ罐回収センター

■1990
　三菱マテリアル

三菱金属と三菱鉱業セメントが合併して発足
■ 三菱マテリアル

■ ユニバーサル製缶

三菱マテリアルと
ホッカンホールディングスの
事業統合

■1994
　新菱サービス

■ 2001
　　新菱アルミテクノ

■ 2001 
    三菱マテリアル増資
    UBC-スラブ一貫処理工場建設

2001年1月
加工業務を移管

■■ 新菱アルミテクノ

■ 三菱アルミニウム

■ 2005 ユニバーサル製缶

■ 2006
　 製造部吸収合併

U
B
C-

ス
ラ
ブ
一
貫
処
理

の取り組み

特集 1
Report of “CAN TO CAN”

新菱アルミテクノ

アルミ缶リサイクルの
一翼を担って。
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は、2000年に三菱アルミニウム社100%子会社の新菱アルミリサ
イクル社に増資を行います。同社は、現在のユニバーサル製缶富士
小山工場に隣接する三菱アルミニウム社において、2001年に日本
初のUBC-スラブ一貫処理(ＵＢＣを溶解→鋳造→圧延→アルミ缶
用コイル材へ一貫で処理)工場を立ち上げ、操業を開始しました。
　UBCを再生地金にするためには、解砕･選別、焙焼･溶解および
成分調整･鋳造と大きく分けて３つの工程が必要です。これをそれ
までは同じグループの新菱アルミ罐回収センター社、大手金属社
および三菱アルミニウム社が、地理的に離れたそれぞれの工場で
行っていましたが、これらの工程を一つの工場に集約しました。こ
れにより、リサイクルのプロセスを効率化し、環境負荷を低減(従来
の工程と比べて、再生塊鋳造と再溶解の工程を省くことで、CO2排
出量30％減)するとともに、中間製品の運搬のための物流コスト、
場所が離れていたことによる２度の溶解コストのほか、労務費等の
コストの大幅な低減を実現しました。

■新菱アルミテクノの設立

　2001年4月1日に、三菱マテリアル社はアルミ缶製造のコスト
低減を図り、一層の経営合理化と事業の拡大推進を目的として、
新菱アルミ罐回収センター社とアルミ缶製造に付帯する業務を行
う新菱サービス社を合併させ、新菱アルミテクノを設立しました。

■現在のUBC一貫リサイクル体制の構築

　2006年、新菱アルミリサイクルの製造部は三菱アルミニウム
社に合併され、回収部（現：調達部）は新菱アルミテクノに譲渡さ
れます。
　こうして、現在の｢ユニバーサル製缶がアルミ缶を製造｣→·
｢新菱アルミテクノがＵＢＣを回収｣→｢三菱アルミニウム社がＵＢＣ
をアルミ地金に再生｣という三菱マテリアルグループ内での循環
の基礎が形づくられることになりました。

新菱アルミテクノの事業内容
(調達部･製造部･各事業所)

■ユニバーサル製缶と一体になって

　調達部は、北海道から沖縄まで、日本全国でUBCをプレス品、
あるいは丸缶で回収(購入)し、ユニバーサル製缶に販売する·
ことを主な業務にしています。「CAN TO CAN」を合言葉に、ユ
ニバーサル製缶と一体になってコストダウンという事業上のメ
リットを獲得しながら、資源リサイクルという社会への貢献を目指
して、取り組みを行っています。
　UBCを購入させていただいているのは、回収業者、自治体、学
校や地域ボランティアなどであり、その多くが長年のおつきあい
となっています。お取引先には「CAN TO CAN」の趣旨をご理解
くださっているものと深く感謝しています。
　UBCの回収は、各家庭のリサイクル活動によるところが大き
く、その啓蒙活動の一環として、関東回収センターでは、小中学生
をはじめ、様々な団体の見学を受け入れています。主な見学場所
は隣接する三菱アルミニウム社富士製作所のUBC-スラブ一貫
処理工場です。見学者は、UBCを溶かしてできた大きなスラブを

【UBC-スラブ一貫処理による環境負荷低減（再生地金地1tあたり）】
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再溶解 スラブ
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軽圧メーカー

コイル
製造

製缶メーカー

飲料
メーカー

UBC
購入

新菱アルミテクノ
東京回収センター、近畿回収センター、
関東回収センター

自治体
ボランティア
スクラップ業者

解砕

三菱マテリアルグループ 日本唯一、UBCからスラブ鋳造まで一貫処理（2001年より）

鋳造二課（駿東郡小山町）

三菱アルミニウム社

溶解 コイル
製造

富士製作所
（裾野市）

製缶

ユニバーサル製缶
結城工場、群馬工場、
富士小山工場、岐阜工場、
滋賀工場、岡山工場

飲料
メーカー異物選別 焙焼 スラブ

鋳造

製缶

【UBC-スラブ一貫処理工程】

【新菱アルミ罐回収センター（1990年頃）】



UBCを、回収業者、自治
体、学校などから回収しま
す。

溶解炉の中でUBCを溶か
します。

飲料メーカーで中身が詰め
られ、皆様のお手元に届け
られます。

製缶工場でアルミ缶を作り
ます。完成した缶はラベル
を印刷後、充填工場に輸
送します。

スラブを缶材用コイルに圧
延します。

溶かされたUBCを圧延用
スラブに鋳造します。

回収したUBCは回収セン
ターに運びます。

プレスされたUBCの塊をバ
ラバラにほぐします。そしてス
チール缶やその他の異物を
除去します。

ロータリーキルンで加熱し
表面の塗料を除去します。

飲料メーカー様

三菱アルミニウム社

新菱アルミテクノ

ユニバーサル製缶

回収 溶解

鋳造

圧延製缶

充填

解砕・選別 焙焼回収センター

【三菱マテリアルグループ内での UBC 一貫リサイクル】
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見て大変驚かれます。また、皆さんにはアルミ缶リサイクルが地
球環境保全に貢献していることを勉強していただいています。
　これからも見学会を通して、アルミ缶リサイクルの重要性を発
信し、リサイクル活動の裾野を広げていきたいと考えています。
　製造部は、ユニバーサル製缶から、インキの調肉(ベースインキ
を調合して必要な色を作り出す)業務を受託していて、ユニバー
サル製缶のアルミ缶胴を製造する工場で製品の印刷に使用する
インキを供給しています。

　各事業所は、調達部のサポートならびにユニバーサル製缶の各
工場から受託する付帯業務を行っています。たとえば、富士小山
事業所は、ユニバーサル製缶･富士小山工場のアルミ缶蓋とアル
ミキャップの製造工程での補助作業や、工場内の防虫･緑化に関
する作業などを行っています。

UBC回収事業
■2018年度、UBC回収量は過去最高を記録

　近年、海洋プラスチック問題など、プラスチック製品が自然環境
に与える負荷が改めて関心を集めています。こうしたなか、最近
10年のUBC回収量は、着実に増加しており、2018年度は５万トン
を大きく超え過去最高となりました。2018年度のUBC回収量を
缶数に換算すると、おおよそ38億缶分となり、ユニバーサル製缶
の同年度の年間生産量の約72％に相当します。

【インキの調肉工程】

【新菱アルミテクノによるUBC回収量】

配合表の
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【インキの調合】 【検品・容器充填】【攪拌】

【地元婦人会の見学風景】



社 名

本 　 社

設 立

資 本 金

代 表 者

従 業 員

直近の業績

売 上 高

経常利益

純 利 益

9,055百万円

30百万円

17百万円

新菱アルミテクノ株式会社

〒112-8525 東京都文京区後楽1-4-25 日教販ビル8F
TEL.03-3868-7470 FAX.03-3868-7467

1976年（昭和51年）4月26日

50百万円（出資比率　ユニバーサル製缶100％）

取締役社長　白澤　武人

47名（2019年5月1日現在）
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組織図概要

■環境面だけでなく、価格面でもメリット

　1975年にアルミ缶リサイクル事業を始めた当初は、アルミ缶
の流通量自体が少なく、UBCもアルミスクラップの一部にすぎま
せんでした。加えて、UBCは一般的には「ゴミ」と認識されており、
「ゴミ」を集める違和感から、UBC回収事業はなかなか理解され
ませんでした。
　そこで、全国の自治体･学校･スクラップ業者等に対し、アルミ缶
リサイクルの重要性を説明し、UBCの選別を働きかけてきました。
　やがて、自治体･回収業者等の参画もあり、「資源」としての
UBCの回収･分別事業が定着していきましたが、事業として採算
が取れるまでには至りませんでした。
　しかし、アルミニウム新地金の価格が2004年頃から徐々に上昇
し始め、2005年から2008年の「リーマンショック」まで高騰が続
いた一方で、ＵＢＣ価格はアルミニウム新地金ほど値上がりしませ
んでした。こうした背景もあって、ようやくＵＢＣ回収事業は、環境
面だけでなく価格面でも、メリットを享受できるようになりました。

■コストダウンの取り組み

　新菱アルミテクノでは、物流コストに焦点を当てたコストダウン
活動に取り組んでいます。ＵＢＣの回収と輸送の際、これらをプレ
スして体積を減らすことによってトラック１台当たりの輸送量を増
やすなど、効率化を図っています。
　また、百数十社におよぶスクラップ業者との取引に際して、輸送
パターンが多様化しており、UBCのプレス圧縮の密度やサイズ、
輸送方法等が多岐にわたっています。この輸送データを分析し、
地域、取引先、各種条件などの切り口で輸送単価を「見える化」す
ることによって輸送コストの低減を図っています。
　たとえば、輸送方法については、スクラップ業者から新菱アルミ
テクノの回収センターに直送される場合と、いったん中継点で大
型車に積み直す場合がありますが、これを、保管料、荷役料、輸送
費を総合的に評価してコストが最適となるよう、直送するか、中継

するかの分岐点をデータ分析によって割り出しています。
　そのほか、トラックに満載してもまだ積載重量に余裕がある場
合には、プレス圧縮の密度の高いものを積み合わせることにより
積載効率を上げることで、コスト削減を図っています。

■ＵＢＣ回収事業の今後の展開

　外部環境に目を向けると、2012年に、海外（韓国）の工場でＵＢＣ
の再生を行うことができるようになったことにより、ＵＢＣの輸出
が始まりました。以来、ＵＢＣの流通価格が上昇しています。この状
況を受けて、国内でのＵＢＣ回収競争も激しくなり、これからもこ
の状況は続くと予想されます。
　今後の課題は、｢いかにして、適正価格で、安定的にＵＢＣを調達
できるか｣であり、現在、新規購入先の開拓や、事業所における倉
庫の拡充などに取り組んでいるところです。
　今後も、ユニバーサル製缶グループとして、「人と社会と地球に
やさしい飲料容器の提供」の経営理念のもと、三菱マテリアルグ
ループ各社の協働によって、ＵＢＣ一貫リサイクルが社会的な課
題の解決に貢献できる事業であることに誇りをもち、アルミ缶リ
サイクル事業の継続･発展を目指して努力していきます。

調
達
部

本

　社

管
理
部

製
造
部

調肉グループ

富士小山事業所

東京事業所

東京回収センター

近畿回収センター／近畿事業所

関東回収センター

岡山事業所

結城事業所

総務課

経理課

富士小山事業所

【プレス圧縮されたUBC】
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の取り組み

特集 ２
Zooming in to the Plant

群馬工場

355mlアルミ缶胴製造や、
「水無し平版」、「レーザー彫刻機」で存在感。

群馬工場の概要
　群馬工場は、群馬県館林市にあります。館林市は、上毛かるたで
「ツル舞う形」とたとえられた群馬県の南東部にある「ツルの頭」に
位置しています。群馬工場は、1979年6月に北海製罐社の館林工
場として、同社で初めて２ピース缶（アルミとスチールの缶胴およ
び缶蓋）の製造を開始し、今年で操業40周年を迎えました。
　現在は、スチール缶胴とアルミ缶蓋の製造は終了していて、3
つの製造ラインで350ml、355ml、500mlの3種類のアルミ缶胴
の製造を行っています。2018年度の生産数量は9億本を超えて
います。群馬工場の特長としては、
①近隣に主要なお客様のビール工場がある。
②スリムな形状のエナジードリンク向けの355mlのアルミ缶胴

を、現在日本国内で唯一製造している。
③当社では、当工場のほかは滋賀工場にしかない高精細な印刷

技術の「水無し平版」がある。
④東日本にある当社工場向けの印刷用凸版の供給拠点である。
が挙げられます。

■主要なお客様の対応に“地の利”

　特長①は、主要なお客様のビール工場からわずか2キロほどの
距離に群馬工場が位置していることです。日ごろから密にコミュ
ニケーションを取り、良好な関係を構築することで、アルミ缶胴の
デリバリーのほか、お客様からの様々なリクエストなどについて
も、きめ細かく対応しています。

館林市

栃木県

茨城県

千葉県
神奈川県

東京都

埼玉県

群馬県

沿革

1979
昭和54年

北海製罐社館林工場として
初の2ピース缶ライン操業

2000
平成12年

水無し平版印刷採用

2001
平成13年

ISO14001認証取得

2002
平成14年

ISO 9001：2000 認証取得

2005
平成17年

三菱マテリアル社と北海製罐社の
アルミ缶事業部門統合にて「ユニバーサル製缶（株）」発足

2007
平成20年

館林工場（ボディ製造）とＳＩプラント（エンド製造）を統合し、
群馬工場（ボディ部門、エンド部門）に名称変更

2009
平成21年

群馬工場エンド部門を北海製罐社へ譲渡

2010
平成22年

ISO 22000 認証取得

2012
平成24年

FSSC22000認証取得

2013
平成25年

355ml缶製造開始

2016
平成28年

中災防OSHMS認定取得

2017
平成29年

レーザー彫刻機導入により、印刷用凸版製造間始

竣工当時の群馬工場正門（1979年）
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所  在  地

工 場 規 模

生 産 能 力

従 業 員 数

操 業 形 態

〒３７４-００４７
群馬県館林市野辺町９０６ｰ２
ＴＥＬ．0276-74-8500
ＦＡＸ．0276-74-7561

敷　　地　５０，１８５m2（１５，１８１坪）
工場建屋　２９，８５１m2（９，０３０坪）
付属建屋　1,846m2（560坪）

年　　間　9億缶

131名（臨時・パート社員等を含む）
※2019年3月31日現在

4班3交替制（右図A班～D班）

概要 組織図

■スタイリッシュな３５５ｍｌ缶を製造

　特長②は、近年、若者を中心に人気が高まっているエナジード
リンク向けに355ml缶を製造していることです。これは、一般的
な350mlのアルミ缶と同程度の容量を確保して“飲みごたえ”を
満たしながら、350mlのアルミ缶よりも細長い形状にすることで
スタイリッシュさをアピールする訴求力の高い製品です。
　群馬工場では、2013年から355mlのアルミ缶を製造していま
すが、エナジードリンクの人気の高まりとともに、この缶に対する
お客様の需要が年々高まっています。これに応えるべく、製造設
備増強などで供給能力を向上させているほか、自主保全活動の
強化などによって設備の突発停止を回避することで、安定して操
業を継続できる体制を構築しています。

■高細密な印刷の｢水無し平版｣

　特長③は、「水無し平版」という印刷技術で、「平版印刷」とも呼ば
れています。通常の｢凸版印刷｣と違って原版に凹凸がないため、
点と点の間をより狭くすること、点自体をより小さくすることが可
能で、高細密な印刷、とくに滑らかなグラデーションや、写真のよう
な表現を実現することができます。その分｢凸版印刷｣よりもコス
トがかかりますが、お客様が、飲料の原料であるフルーツなどのみ
ずみずしさ、新鮮さ、果汁感を表現したいなど、デザインに強いこ
だわりがある場合に採用されています。最近では、印刷の仕上が
りに対するお客様の要求がより一層高くなっていて、これに応える
ために、「凸版印刷」と「水無し平板」を組み合わせるなど、試行錯誤
を繰り返しています。このような取り組みがお客様の高い評価を
得て、「水無し平版」が定番品にも採用されるようになっています。

■｢レーザー彫刻機｣で、コスト削減

　特長④は、印刷用凸版の供給拠点であることです。2017年7月
に、富士小山工場、岐阜工場に続く3拠点目として「レーザー彫刻
機」を導入し、主に東日本の2工場（結城工場･群馬工場）向けの印
刷用凸版を製造しています。「レーザー彫刻機」は、それ以前の主
流であった「露光洗浄方式」よりもコンパクトな装置で、かつ短時
間で印刷用凸版を製造することができます。「レーザー彫刻機」を
設置した群馬工場はもちろん、結城工場でも、傷つきなどのトラ
ブルに備えて保有する予備版を大幅に削減することができ、印刷
コストの削減につながっています。

2019年度の方針
■安全で明るい職場づくり

　群馬工場は、社員131名（2019年3月末現在）と、当社の工場
のなかでは規模の小さいほうですが、その分、社員の間のコミュ
ニケーションが取れています。アットホームな雰囲気であるほか、
上述の「水無し平版」や「レーザー彫刻機」をはじめとする印刷関
係の高い技術を有しているという自負のもと、本年４月に就任し
た吉田工場長を先頭に全員一丸となり、厳しいなかにも明るい雰
囲気で日々の業務に励んでいます。
　2019年度の方針は、「安心して働ける安全で明るい職場の構
築」です。
　「安全」「品質」「人材の育成」を最優先に取り組み、「ゼロ災の達
成、クレームゼロ、教育時間の確保」を目標に掲げ、年間を通じて
社員全員が笑顔で仕事ができる環境を目指しています。

製造
ユニット

工場長

製造
グループ

生産技術
グループ

事務
グループ

業務
グループ

品質管理
グループ

A班
B班
C班
D班

事務
ユニット

品質
ユニット

【レーザー彫刻機】

【355ml のアルミ缶】
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「安全衛生」の取り組み
■災害発生件数ゼロをめざして

　安全衛生の取り組みは、2016年5月に認証取得したＯＳＨＭＳ
を基盤に展開しています。
　しかし、群馬工場で災害件数がゼロであったのは、2016年度ま
でさかのぼらなくてはなりません。残念ながら安全職場の定着に
は今一歩といったところです。
　災害の発生状況（型別）は様々で、特別な傾向があるわけではあ
りませんが、2017･2018と直近の2年度では、請負業者で災害
が発生しているので、2019年度のテーマの一つを｢請負業者の日
常の安全取り組みと、安全意識の向上｣とし、取り組んでいます。

【安全衛生関係 災害発生件数】

　安全活動は、安全指導員と安全衛生委員の毎日のパトロール･
日常点検と、すべての社員による〈ヒヤリハット〉で下支えしてい
ます。〈ヒヤリハット〉は、｢一人６件/年｣を目標に、群馬工場全体で
は毎年700件以上を提出しています。活動をより実効性のあるも
のとすべく、「イラストシート」を用いるなどして、どのようなリスク
が潜んでいるかを具体的に考えられるよう工夫しています。一人
ひとりが、自分の身だけでなく、同じ職場で働く仲間の身をも守る
よう、当事者意識をもって、｢大きな災害につながる前の、小さな
危険の芽｣を摘む活動を地道に行っています。

【年度別 〈ヒヤリハット〉提出状況】

■〈ストレスチェック〉の結果の活用

　労働安全衛生法で2015年12月から義務づけられている〈スト
レスチェック〉制度については、10名以上の職場では、職場単位
で意見交換を行い、結果を工場全体で共有し、職場環境の改善に
つなげています。
　たとえば、2019年度には、社員の意見や要望を踏まえて、全員
が参加して行われる改善活動〈チャレンジＲ〉の成果発表会に関し
て、その際に必要になるプレゼンテーション資料の作成に伴う負
担軽減を図ったり、全員参加の趣旨を考慮し、個人レベルのチャレ
ンジ目標を発表する方法を取り入れたりして、業務負担の軽減と
コミュニケーションの向上を両立させています。

｢品質｣の取り組み
■お客様の安心･満足を追求

　群馬工場で製造するアルミ缶胴の品質は、品質管理ユニット品
質管理グループのメンバーが日々行っている、製品の判定、製品
の検査･試験、自動検査機の性能管理、測定機器類の校正、自動
測定機の管理、仕掛かり品の検査などの重要な業務によって支
えられています。製品の判定は、お客様に安心してアルミ缶を使
用していただくために、生産状況の把握や、変化･変更点管理後
の品質への影響などを確認したうえで、厳密に行っています。とく
に、不良品が検出された場合、｢同じ事象が、いつ･どこで製造さ
れたアルミ缶に起こり得るのか｣というロットの特定について、生
産状況に関する情報収集と現物確認を念入りに行うことで、適切
な範囲に限定するよう注力しています。

　

請負会社 当社（不休業）
（件数）

（年度）
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2

1

0
2014 2015 2016 2017 2018

1
4

1 1

計画 実績900
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400

300

200

100

0
2014 2015 2016 2017 2018

769件
690件

608件
715件 735件

（年度）

【安全指導員によるパトロール】
【危険の芽を摘む危険予知トレーニング】

【製品の試験】
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Before
ツールボックスに乱雑に置かれた工具類。探
すのに時間がかかり、どれかがなくなっても、
すぐには気づきません。

After
定置･定数管理された工具類。どの工具が
使われているかがひと目で分かります。

製造ラインに組み込まれている自動検査機の管理については、お
客様の要求を満たさない不良品を確実に排出することを最優先
の課題としながら、製造ラインの効率的な操業との両立を図るた
め、その最適な条件を特定することが重要です。自動検査機の設
定や照明を工夫し、性能を最大限に発揮することで、お客様に満
足していただける製品づくりを追求しています。
　また、当工場は、2002年11月に品質マネジメントシステム
（QMS）であるISO9001認証、2010年4月に食品安全マネ
ジメントシステム（FSMS）であるISO22000、2012年12月に
FSSC22000認証をそれぞれ取得していて、品質管理グループが
これらの事務局も務めています。
　品質向上の取り組みで最も基本となる食品安全の確保につ
いては、５S（整理･整頓･清掃･清潔･躾）を基本とし、当工場では
「チャレンジ５Ｓ」と称して、全員参加の活動を行っています。各職
場で3～5名のチームを組み、2018年度は全32チームによる活
動を行いました。
　製造現場では、アルミ缶の設備に必要な｢部品類の管理、工具
類の定置･定数管理｣など、また、現場から離れたところでは、｢休
憩室のリフォーム｣など、各チームがさまざまなテーマを設定し、
工夫をこらして取り組みました。

□この活動を通し、｢目標に向かって計画を立て、実行し、結果を
踏まえてさらに改善する｣ことの楽しさを、また、チームを組むこ
とで、リーダーは統率力、メンバーは各自の役割について責任を
持って実践することを学びました。今後は、｢改善したことをいか
に維持するか｣が課題になります。
　アルミ缶は、消費者が直接触れる飲料容器です。食の安全･安
心の確保のために、地道に努力を重ねていきます。

｢生産｣の取り組み
■技術継承による現場力の向上

　群馬工場は、355ml缶の製造ラインや、｢水無し平版印刷｣がで
きる製造ラインと、特徴的なラインを抱えていますので、突発停
止の発生はもちろんのこと、保守保全停止が予定より長引くこと
によっても、直ちに生産数量の減少を招き、ひいてはお客様に迷

惑をおかけすることにもなりかねません。
　この諸条件に対応するために、生産能力の増強のほか、安定稼
働のための保守保全レベルの向上といった、人材育成に関する取
り組みがより一層重要になっています。
　たとえば、355ml缶の製造ラインで活躍している印刷機は、
1988年に導入され、現在、当社で唯一使用している設備です。そ
のため、故障が発生した場合でも、他工場から部品を取り寄せた
り、人手の応援を頼んだりすることができません。また、日頃の社
内での技術情報の共有もできません。さらに、この設備に関する
知識や技能を持った技術者が年々減ってきている状況への対策
として、2018年度から自主保全活動を本格的に開始しました。
　具体的には、当社ＯＢを招聘したり、この設備についての知見を
有する業者が行うメンテナンス作業に群馬工場の技術者も加わ
り、ＯＪＴを通じて直接知識や技能の伝承を受けるとともに、その
手順やポイントを将来のためにマニュアル化するなどして、自主
保全体制の確立を進めています。この設備は、きちんとメンテナ
ンスしさえすれば、丈夫で長持ちすることで定評があります。これ
からも愛着を持って大事に使っていきたいと考えています。
　同型の製造設備を有する他工場とは、活発に技術交流を行って
います。その成果の一例を挙げますと、群馬工場では、一部の製
造ラインの「カッピングプレス」で、年次メンテナンス終了後の立
ち上げ時に、｢設備が通常稼働に戻るまでに日数を要する不具合
が散発する｣という課題がありました。その対策の一つとして、同
型の設備を所有している岐阜工場と技術交流を行い、立ち上げ作
業の手順や確認箇所などについて議論を交わしました。そのなか
で、岐阜工場と比べて、ダイセットの精度確認および調整が一部
不足していることが判明したため、技術交流後に作業手順を見直
し、それに合わせて作業環境も改善し、2019年度の年次メンテナ
ンスでは、円滑な垂直立ち上げを実現することができました。
　このほか、群馬工場では、結城工場とも個別のテーマを定めた
うえで技術交流を行っています。他工場との意見交換や、それを
踏まえたＯＪＴによって、担当者の意識向上およびスキルアップを
実現することができました。さらに、工場間の担当者同士のコミュ
ニケーションも深まり、問題が発生した際、すぐに他工場へ相談で
きる環境が整ったので、広い意味での現場力向上にも大きく貢献
していると考えています。

｢環境｣の取り組み
■排熱利用で、年間450トンのＣＯ２削減

　群馬工場では、生産設備の排熱利用を進めており、2018年に
産業用ヒートポンプを導入しました。当社で初めての90℃の温水
を供給することができる装置です。このヒートポンプによって、通
常運転時は、一部の製造ラインの「キャンウォッシャー」の加温に
ガスボイラーを使用する必要がなくなりました。これまで冷却塔
を通し大気中に放散していた排熱を再利用することで、都市ガス
の使用量削減によるコスト削減効果のほか、最大で年間450トン
のCO２削減が可能となりました。

【チャレンジ 5S「工具類の定置」】
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【〈安全協議会〉での現地確認】

安全衛生活動の基本理念
　当社は、安全衛生活動の基本理念に、｢『安全と健康を守ること
は全てに優先する』 ～災害の危険を感じたときには、躊躇せず設
備や行動を止める～｣を掲げています。この理念のもと、
｢社員の遵守事項｣を厳守すること
◦｢しない｣…………自分の身は自分で守る
◦｢させない｣………仲間の身を守る
◦｢見逃さない｣……職場の危険を排除する
を行動指針として、不安全行動、不安全状態の放置を許さない安
全風土を醸成しています。

2019年度 安全衛生重点実施項目
　安全衛生防災活動の日常的なスパイラルアップを図るため、５
つの重点実施項目を設けて、活動に取り組んでいます。
①人のレベルアップ活動の継続推進
②安全現場力活動の実践、安全基本行動の推進
③設備、行動リスクアセスメント活動の継続促進
④安全衛生管理体制のさらなる「質」の向上
⑤全社ゼロ災プロジェクト活動（三菱マテリアル社との連携）
　Ｔ３（多発災害Ｔｏｐ３）撲滅キャンペーン

2018年度の安全の取り組み
■安全のレベルアップのために

　安全現場力活動の実践、安全基本行動の推進については、作業
前にひと呼吸置く動作を行うなど、安全に作業するための方策とし
て、①ＫＹ活動の実践、②指差呼称の実践と深化、③歩行や昇降など
の基本動作中の労働災害撲滅への取り組みを行いました。
　また、安全のレベルアップに不可欠なのは、社員一人ひとりの
安全に対する感性を高めることと、気づきの抽出と共有です。自
分の職場のパトロールや、安全衛生ミーティングでの意見交換を
はじめ、｢ご安全に！｣の声かけや、安全当番制による見回り活動な
どを行い、全社員が決められたことを必ず守る職場風土、そして、
風通しの良い職場づくりを目指した取り組みを行いました。

■協力会社との〈安全協議会〉を

　当社の事業運営に欠かせないパートナーとして、協力会社があ
り、安全衛生防災活動でも大きく関わっています。
　お互いの仕事の内容を理解し、ルールや連絡体制を共有する
など、しっかりと連携していかなければ｢ゼロ災｣を達成することは
できません。事業所ごとに、定期的に〈安全協議会〉を開催して、
好事例の情報共有や、お互いの要望事項を含めた意見交換を行

いました。さらに、主要な協力会社とは本社間の〈安全協議会〉を
設け、本社所管部署からの視点でも双方向で呼びかけ合い、共に
改善を推進することで、労働安全･職業性疾患ゼロの達成を目指
した取り組みを行いました。

衛生活動の基本方針
　衛生活動では、基本方針を、「“風通しの良い職場づくり”と“健
康づくり活動”を通じて、全社員が、心身ともに健康で明るく働き
やすい職場づくりに努める｣としています。
　この基本方針のもと、産業医･看護師･事務グループが連携
し、2018年度の全社安全衛生重点実施項目として、主に以下の
項目について取り組みを行いました。

2018年度の衛生の取り組み
■〈メンタルヘルスケア研修〉で、ストレス対処方法を

　メンタルヘルス不全者の発生予防のための取り組みとして、毎
年、全社員を対象に〈メンタルヘルスケア研修〉を開催しています
が、2018年度は、以前から取り組んでいるセルフケアのさらな
る拡充を図るため、ストレス対処方法のひとつである「コントロー
ル」について、各事業所で研修を実施しました。
　このほか、安心して相談できるよう社内外に相談窓口を設ける

安全衛生の取り組み

安全と健康を最優先する風土の醸成。

【過去10年間（200９-2018年度）の安全成績】
不休業 休業
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【〈メンタルヘルスケア研修〉で｢緊張と緩和｣の実践】

【業務のカンやコツを動画で分かりやすく】

など、全社員が心身ともに健康で活躍できるよう、体制を整えて
います。

■〈ストレスチェック〉を全事業所で実施

　これまで同様、2018年度も｢産業医科大学｣と提携し、労働安
全衛生法に則った〈ストレスチェック〉を全事業所で実施しました。
高ストレスと判定された社員については、必要に応じて看護師や
産業医よる面談を行うなど、個別にフォローを行いました。今後
も、より働きやすい職場環境づくりを目指し、メンタルヘルス対策
を実施していきます。

■〈健康診断･特殊健康診断〉の実施と有所見者のフォロー

　当社には、有機溶剤などを取り扱う職場や、騒音が発生する職
場があるため、法令に則り定期的に〈健康診断･特殊健康診断〉を

実施しています。各種健診項目で有所見と判定された社員には、
産業医や看護師による面談を実施しています。
　長く元気に働くためには、心身ともに健康でなければなりませ
ん。今後も、健康障害の予防や早期発見に注力し、継続して社員
の健康管理に努めます。

人財育成の基本理念および基本方針
　｢社員の成長なくして会社の発展なし、会社の発展なくして社
員の幸福なし｣──これが、当社の人財育成の基本理念です。
　当社が、アルミ缶市場のリーディングカンパニーを目指して、持
続的に発展するためには、高水準の知識･技能を備えた社員を育
成し続けなければなりません──基本理念は、そのためのもので
あり、主に下記の3つを具体的な柱としています。
◦会社の発展に貢献できる人財を育成する
◦常に自己研鑽と自己改革に努め、担当職務のプロフェッ

ショナルを目指す人財を育成する
◦教育を通じアルミ缶事業の技術･技能の伝承を図る

2018年度の取り組み
■問題解決手法〈なぜなぜ分析研修〉をリニューアル

　これまで、問題解決手法として〈なぜなぜ分析研修〉を実施して
きましたが、職場で日常的に活かせていないという課題がありま
した。そこで、段階的に事前課題や事後課題をプログラムに追加
し、なぜなぜ分析の実施が日常の習慣づけにつながるように、リ
ニューアルしました。

【〈なぜなぜ分析研修〉のリニューアル】

■〈動画撮影編集研修〉の開催

　紙ベースの手順書などでは伝わりにくい、業務のカン･コツと
いったスキルを、動画で分かりやすく伝えるため、〈動画撮影編集
研修〉を実施しています。
　また、［office365］を導入したことで、完成した動画を教育資料
として、全社で共有することが可能になりました。
　人財の育成は、会社のためだけでなく、社員個々人の自己実現
や成長のためのものでもあります。これからも教育の質の向上を
念頭において、継続的に活動していきます。

人財育成の取り組み

高水準の知識と技能を習得。

従来

2018年度

2019年度

通信教育 集合研修

通信教育 事前課題 集合研修

通信教育 事前課題 集合研修 事後課題
講師添削



｢社会｣とのつながり

18

意思決定および業務執行の体制
　当社における経営の意思決定および監督については、取締役5
名で構成される取締役会において行っています。取締役会に付議
される案件は、取締役社長、社長補佐などで構成される経営会議に
おいて十分な事前審議を行い、意思決定の適正化を図っています。
　なお、当社では業務執行を機動的かつ適正に行うため、執行役
員制度を導入しています。 

監査体制
　当社においては、監査役による業務･会計監査、会計監査人に
よる会計監査および業務監査部による内部監査の三様の監査を
行っています。
　監査役は、取締役の職務執行を監査し、その適正確保に努めて
います。
　業務監査部は、主に業務内容全般の適法性、合理性、効率性な
どを内部監査し、被監査部署に対しては改善指導、フォローアップ
を行っています。
　これらの結果については経営会議に報告しています。そのほ
か、三菱マテリアル社による経営監査も受けています。 

内部統制
　内部統制については、当社にとって最適なシステムを構築する
よう努めています。2018年度の財務報告に関する内部統制につ
いては、重要な不備がなく「有効である」との判定をし、会計監査
人からもその内容が適切であるとの報告を受けています。

■ＣＳＲ委員会、ＣＳＲ活動の推進体制

　当社では、取締役社長をCSR責任者として、全社を挙げて

CSR活動に取り組んでいます。ＣＳＲ活動を円滑かつ適正に実
施するためＣＳＲ委員会を設置し、各年度におけるＣＳＲ活動の
方針や計画、コンプライアンス、リスクマネジメントに関する審
議、承認、意見交換を行うことにより、情報共有を図っています。·

■コンプライアンス

　当社では、ＣＳＲの根底をなすコンプライアンスについて、法令
遵守はもとより企業倫理や社会的良識などを含む広い概念とし
て捉え、ステークホルダーの期待に誠実に応えていくことと考え
ております。
　2019年9月に、公正取引委員会から独占禁止法に違反する行
為があったとして処分を受けたことを厳粛かつ真摯に受け止め、
さらなるコンプライアンス体制の強化に努めてまいります。

■リスクマネジメント

①リスクマネジメント活動
　当社では、PDCA（Plan,Do,Check,Action）サイクルによる継
続的なリスク低減に取り組んでいます。事業所ごとに、年に１度リ

【ＣＳＲ推進体制】【ＣＳＲ委員会】

取締役・執行役員
業務執行部門

株主総会

監査役 会
計
監
査
人経営会議 CSR委員会

業務監査部

選任

解任

選定

解職

監督

選任

解任

選任

解任

取締役会

【コーポレートガバナンス体制】

コーポレートガバナンス

ステークホルダーに対して誠実に。

事務局
管理部総務・
人事室

オブザーバー
監査役

副委員長
管理関係
担当役員

構成員
各部担当役員、部長・工場長など、
子会社社長、子会社役員

委員長
取締役社長

CSR責任者
取締役社長

CSR管理者
各部担当役員、
子会社社長

CSR担当者
各部長、工場長、
子会社役員など
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品質方針および食品安全方針
◦顧客のニーズと期待に応えるため、円滑なコミュニケー

ションを図り、業界トップの顧客満足と信頼を得る。
◦フードチェーンにおける食品安全ハザードの適切な管理を行

い、食品衛生の意識を高め、食品安全レベルの向上を図る。
◦マネジメントシステムの有効的な活用および継続的改善に

向け積極的にチャレンジし、さらなる質の向上と食の安全･
安心を確保する。

　当社では、品質マネジメントシステム（QMS）のISO9001と、食
品安全マネジメントシステム（FSMS）のISO22000、FSSC22000
の認証を受けています。FSMS規格はQMSをベースにつくられて
いることもあり、共通点も多いため、2013年度からはQMS ･·
FSMSの複合審査として運用し、効率化を図っています。

2018年度から現在までの取り組み
■〈内部監査〉による記録管理状況の確認

　当社では、QMS･FSMSの定期的な〈内部監査〉を、「1回/年」の
頻度で、テーマを設定して実施しています。テーマの選定は、社内
での重要課題や、外部審査での指摘状況などを反映し、マンネリ
化しないよう心がけています。
　2018･2019年度の監査では、重大テーマとして記録管理を
設定しました。記録管理のあり方について、事前に内部監査員に
教育することで、内部監査の有効性だけでなく、現場での管理方
法の見直しにつながりました。

■新規アルミボトルラインの〈品質保証体制検証〉

　2019年５月に生産を開始した岐阜工場の新規ラインは、当社

としては初めてのアルミボトル形状であり、また、岐阜工場として
は初めてのアルミボトル製造ラインとなります。ライン立ち上げ
後の品質保証体制および食品安全体制の確立状況の確認のた
め、全社のISO事務局で検証活動を実施しました。
　詳細な設問による机上監査や現場パトロールなどを、他工場か
らの視点で確認することで、見落とされていたリスクの検出につ
ながり、有意義な時間になりました。

スクの洗い出しおよびそのリスク評価を行っております。低減す
べきリスクについては、四半期ごとにその進捗状況を確認し、進
捗に遅れがある場合は、本社所管部署などによるフォローを実施
しています。
②危機管理体制
　当社では、危機事態の発生時に関係各部が連携して迅速に対
応することができるよう、危機管理に関する基本規程を定めるな
ど、体制を整備しています。
　また、大規模地震の発生を想定して、初動対応のマニュアル
を事業所ごとに作成しているほか、その後の局面において重要
業務を継続、あるいは早期に復旧･再開などを行えるよう、BCP
（Business Continuity Plan：事業継続計画）を作成しています。 

【ＣＳＲの基本的な考え方としくみ】

CSR(Corporate Social Responsibility＝企業の社会的責任）

品質保証の取り組み

テーマに基づく審査と、新設ラインの検証。

信頼

期待

社会の要請

情報開示
説明責任

対話

株主

地域社会 NGO
NPO

お取引先 行政

お客様

地球環境 社員

ユニバーサル製缶 ステークホルダー

本業を通じた
社会的貢献

地球環境
への配慮
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【岐阜工場での検証活動】

【クレーム発生率推移】
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【献血協力】

【鮭の稚魚を放流】【鮭の稚魚放流会】

【鮭の捕獲】

【日本赤十字社有功章等受賞】

【献血車】

【28年目を迎えた〈Ｈ＆Ｃ運動〉】

排水を徹底浄化、〈鮭の稚魚放流会〉支援も。

長年にわたる〈献血協力〉で、［金色有功賞］。

〈Ｈ＆Ｃ運動〉で、環境美化と健康増進を。

結城工場の排水は、近隣の農業用水路を通って鬼怒川に流れ込み
ます。その鬼怒川を管轄する｢鬼怒小貝漁業協同組合｣の［さけ ふ
化場］では、秋に遡上してきた鮭を捕獲。人工授精でふ化させ、稚
魚になるまで育てています。そして、毎年2月（直近は2019年2月
3日）に、地元の小学生などを集めて〈鮭の稚魚放流会〉を実施し、·
｢鮭が泳ぐことのできる美しい川｣の大切さをＰＲしています。この
取り組みを支援している結城工場も、専用の処理設備で人が飲ん
でも大丈夫なレベルまで排水を徹底浄化してから放流していま
す。結城工場は、これからも、地域の美しい自然を守る取り組みに
貢献していきます。

群馬工場では、年2回（1･7月）、〈献血協力〉を実施し、毎回15～
25人の社員が献血しています。2018年度は、｢日本赤十字社｣の
最高位の表彰［金色有功章］を受賞しました。贈呈基準の｢20年以
上献血活動に従事した者｣を満たしたことによるもので、長年にわ
たる活動を可能にしてきた社員の協力があっての受賞でした。日
本では、少子高齢化もあって、輸血のための血液確保が難しい状
況になっています。これまで以上に、若い世代の協力が必要です。
群馬工場では、血液の確保に貢献するために、できるだけ多くの社
員が参加することを目標にしてきました。これからも、社員にとど
まらず、工場内で作業している請負業者の方々にもお声をかける
など、積極的、かつ継続して〈献血協力〉に取り組んでいきます。

1991年に始まった富士小山工場の〈Ｈ＆Ｃ（ヘルス＆クリーン）運
動〉は、2019年で28年目を迎えました。本活動では、工場周辺約
5ｋｍのコースを社員とその家族が、歩いて、ゴミ拾いなどの美化
活動を行っています。コース途中では、住民の方からねぎらいの言
葉をかけていただくこともあり、地域との交流にもつながっていま
す。回収したゴミは分別し、その中のUBCを換金して得た収益金
は、地元の小中学校へ用品を寄贈する〈愛のＣＡＮハート運動〉とい
う活動の一部として使われます。これからも〈Ｈ＆Ｃ運動〉を通じて、
地域の環境美化と地域住民との交流、そして社員の健康増進に取
り組んでいきます。

結城工場

群馬工場

富士小山工場

工場の取り組み

地域の自然を守り、人々と触れ合って。
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【岐阜工場初の〈インターンシップ〉】

【ゴミの分別】

【オリジナルの貯金缶】

【千種地区の〈クリーン作戦〉】

〈清浄な排水が、用水路を通って犬上川へ〉

貯金缶製作体験の〈インターンシップ〉。

〈予防保全活動〉で、きれいな排水を。

〈クリーン作戦〉で、人々とコミュニケーション。

2018年7月24～26日、｢岐阜県立可児工業高等学校｣2年生4人
を、岐阜工場初の〈インターンシップ〉として受け入れました。｢思い
出に残る特別な〈インターンシップ〉を｣と、工場長をはじめ皆で考
え、「学校名と当社ロゴ入り貯金缶の製作体験｣に決めました。実習
は3日間、まずは安全教育からスタートし、各グループの仕事を学
んでいただいたあと、最終日に印刷版制作、インキ調肉、貯金缶蓋
の巻き締めと、上工程から順を追って貯金缶製作を体験していただ
きました。生徒さんには、「とても楽しく学ぶことができた」、「後輩に
も体験させたい」と好評でした。これからも、地元企業として、近隣
の方々に当社の事業活動を理解していただけるような活動に取り
組んでいきます。

日本で最大の面積と貯水量を持つ琵琶湖は、｢湖沼水質保全特別
措置法｣指定の湖です。周辺を流れる川は水がきれいで、彦根市の
荒神山周辺ではホタルを見ることができ、滋賀工場の近くを流れ
る犬上川も、夏場は鮎釣りが盛んです。こうした環境にある滋賀工
場は、排水管理に万全を期しています。年間保全計画を作成し、処
理設備の不具合を未然に防ぐ計画的な〈予防保全活動〉を実施し
ています。万が一、想定外のトラブルが発生した場合は、その際の
対策を参考にした再発防止策を保全計画に落とし込み、保全の精
度をさらに高めます。保全計画を実施する担当者の実務スキル向
上も重要です。私たちは、これからも、水辺の美しい自然を守る活
動に取り組んでいきます。

岡山工場が位置する千種学区は、東に清流吉井川が流れ、周囲を
山に囲まれた、自然豊かなところです。岡山工場では、地域の人々
との交流を図るため、地域で行われる行事へ積極的に参加して
います。そのひとつが、毎年9月頃に行われる千種学区の清掃活動
〈クリーン作戦〉です。社員の通勤経路を中心に、ゴミやUBCなど
を回収しています。2018年は、労働組合の執行委員も加わり、岡
山工場として9人が参加しました。地域の美化活動への貢献もさ
ることながら、人々とコミュニケーションできる、とても有意義な
機会になっています。岡山工場は、地域社会との良好な関係を維
持できるよう、これからも、できるだけ多くの機会をとらえ、地域の
人々との親睦を深める活動に取り組んでいきます。

 岐阜工場

滋賀工場

岡山工場
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【環境マネジメントシステム】の仕組み
　当社は、IS014001認証取得範囲を工場に絞り、｢リスク低減｣
と｢環境負荷低減｣を《環境保全》の2本柱に掲げ、日々活動を推
進しています。
【環境マネジメントシステム】の仕組みは、次の通りです。
◦取締役社長が委員長を務める［全社環境委員会(下図ａ)］で、全
社的な方向性の決定(ｐ)や、結果の評価（検討･見直し）を行っ
ています。
◦同時に、工場長を中心とした［サイト環境委員会(Ａ)］で、工場の
目的･目標(Ｐ)を設定し、条例や地域協定などに応じた独自の保
全活動(Ｄ･Ｃ)を行っています。
◦全社で取り組むべき項目については、環境方針のなかで｢重点
取り組みテーマ｣として明記し、［専門委員会]を設置して活動し
ています。

遵守項目をデータベース化して
管理強化

■環境関連法令の遵守

【環境法規制データベース】
　関連するあらゆる環境法令、条例、地域協定などを、工場毎に
データベース化し、その管理強化を図っています。

【ｅ-廃棄物管理システム】
　「廃棄物処理法」関連については、社内イントラネットを活用した
［e-廃棄物管理システム］を確立し、産業廃棄物の社内管理や、委
託先である産業廃棄物処理業者の管理などのさらなる強化を図
ています。

省エネ推進活動
■エネルギー使用原単位、年間1％削減

　各工場では、次の事項に重点的に取り組んでいます。

◦無駄取り…設備のこまめな停止、エア漏れ箇所の計画保全など
◦高効率化…蒸気ボイラーの更新、モータのインバータ化など
◦新技術導入…LED照明への更新、ヒートポンプの活用など

　また、年2回の全社的な［省エネ推進委員会］で、各工場間の「情
報共有と水平展開」を図り、省エネの促進に努めています。
　ただし、2018年度については、生産調整などの要因により、原
単位としては対前年度3.6％の増加となりました。

■輸送エネルギー原単位削減

　2018年度については、西日本豪雨など、外部環境の影響によ
り、対前年度で14％の増加になりましたが、特定荷主の努力義務
である「5年平均1％削減」は達成することができました。

水質管理活動 
■流出防止対策

　各工場の排水処理場における日々の工程管理および末端での
流出防止施策によって、2012年度以降、「外部流出事故ゼロ」を
継続しています。

■発生源リスク対策

　流出事故の可能性につながる発生源リスクの抑制に力を入れ
ています。製造工程に使用する油、薬品、塗料などの供給設備に
ついては、敷地内のわずかな漏れも撲滅すべく対策にも取り組ん
でいます。

廃棄物削減活動
■汚泥、廃油の発生抑制

　当社の全体の廃棄物のうち、約7割を占めているアルミ缶成形
時の使用済みクーラント（潤滑油）と、成形後の缶を洗浄した水の
排水処理設備から出る汚泥の削減を促進するために、以下に注力
しています。
◦使用済みクーラント…遠心分離装置およびＵＦ膜装置などによっ
て、水を分離して大幅に減容し、油分は有価物化を図っています。

◦排水処理汚泥…フィルタープレスの更新および適正管理に
よって含水率を低減し、産廃発生量の削減を図っています。

■有価物化の推進

　有価物の効率的分類の促進および工場間横並びの比較に［e-
廃棄物管理システム］を活用し、さらなる有価物化率向上を図っ
ています。

環境の取り組み

システムと、データによる継続的改善。

※4つの専門委員会
　「環境法規制管理委員会」「省エネ推進委員会」「水質管理委員会」「廃棄物削減委員会」

本社機構

サイト環境委員会

A 見直し P 計画

a 全社環境委員会 p 環境方針・重点取組

ワンランク上の
Dへ

C チェック D 実行 P 前年

サイトPDCA専門委員会※
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総エネルギー使用量

廃棄物発生量ＣＯ2実排出量

原材料投入量 水使用量

大気･水域への排出

（原油計算で約7.8万ｋｌ）

（うち、再生利用量5,773トン）（調整後15.6万トン）

製造ラインの稼働に使う電力、
製品乾燥に使うガスなど。

201８年度は外部要因による生産調整など
を受け、原単位5年平均1%減を達成できま
せんでした。今後は一層の重点項目として、

「エネルギー原単位1%削減／年」を目標に
取り組んでいきます。

大半は、汚泥、廃油など。
汚泥、廃油の削減および金属類などの有価物
化を促進しています。

「特定化学物質の環境への排出量等の把握
等および管理の改善の促進に関する法律で
定められた<PRTR：化学物質排出移動量
届出制度>に基づいて届出を行う対象物質。 
今後も法令に則り、適切な管理を継続します。

概ね電力起因70％、ガス起因30％の割合
で排出。
これからも｢省エネ＝CO2削減｣として取り組
んでいきます。

製品の原料となるアルミコイルや塗料など。
アルミコイルは、約10万トン使用しています
が、その約65％は再生材です。循環型社会
の構築に寄与するために再生材の使用を継
続していきます。

製品を洗浄する水など。 
201８年度は使用量、原単位とも例年並みで
した。原単位は、ここ数年横ばいであり、今後
は再利用などの技術導入による原単位削減
を目指します。

製品の乾燥や洗浄に伴って発生する水やガスの含有物質。
工場では、法令で定められた排出基準より厳しい自主管理基準を設け、
これらの遵守に努めています。
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　｢環境への負荷をいかに低減するか｣は、あらゆるモノづくりに
とって、永遠の課題です。ユニバーサル製缶は、｢INPUT（利用す
る資源）の削減･有効利用｣と、｢OUTPUT（環境へのリスク）の低

減･管理｣を目標に掲げ、法令のほか自主管理基準を遵守しなが
ら、さらなる環境負荷低減にチャレンジし続けます。

指定化学物質の排出と移動量

アルミ缶製造の環境負荷

｢資源を大切に｣､｢環境にやさしく｣を徹底。

原材料投入量
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本報告書に関して、ご意見、またはお問い合わせがございましたら、
下記へご連絡くださいますよう、お願いいたします。
■管理部 総務･人事室：TEL.03-3868-7470 FAX.03-3868-7467

■安 全 環 境 部：ＴＥＬ.0550-76-3468 ＦＡＸ.0550-76-6270

■Ｍａｉｌ：ｍｌ-ｃｓｒ-ｉｎｆｏ@ｍｍｃ.ｃｏ.ｊｐ

名称：インフィニティ･コクーン
デザインの基盤となっているコンセプトは、

二つの要素の融合により、新しい｢何か｣が生まれる形を表現したものです。

二つの要素は、二つの会社であったり、異なった技術や人でもあります。

今まで交わることのなかったもの同士が融合することにより、

まったく新しい世界のＵ

（Ｕｎｉｖｅｒｓe／宇宙･Ｕｎｉｑｕｅ／独創性･

Ｕｓｅｆｕｌ／有能･Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ Ｄｅｓｉｇｎ／ユニバーサルデザイン･

Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ Ｃａｎ／ユニバーサル製缶）

が生まれるイメージを表しています。

本社：〒112-8525 東京都文京区後楽１-４-２５ 日教販ビル
TEL.03-3868-7470　FAX.03-3868-7467

ホームページ：ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｕｎｉｃａｎ.ｃｏ.ｊｐ

※ご報告の対象期間は、主に2018年度（2018年４月～2019年３月末）です。
※ご報告以外の、将来の予測･予想･計画などについては、事業環境の変化などによって影響を受ける場合があります。
※表紙：群馬工場の社員
※本報告書は、FSCⓇ認証紙を使

用し、揮発性有機溶剤の代わり
に植物油を使用した「ノン VOC 
インキ」、印刷工程で有害な廃液
を出さない「水なし印刷方式」を
採用しています。

岐阜工場
群馬工場

結城工場滋賀工場

本社岡山工場

富士小山工場

大阪オフィス 富士小山オフィス


